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２～  ７P議 案 審 議 教育委員会委員の任命　ほか

美浜町運動公園整備調査研究特別委員会
進捗状況・整備方針等について報告を受けました。 ８P委員会活動報告

９～15P一  般  質  問 「消防団員のＡＴ限定免許への対応は」
　　　　　　　　　　　　はじめ　　7人が質問

審議結果一覧・編集後記 16P

6月定例会

議会だより 発 行　平成３０年８月１日
編 集　議会広報特別委員会

No.155

太陽光発電及び風力発電についての意見書を国に提出しました。
　「太陽光発電及び風力発電について、自然と住環境との調和を求める意見書」を、全員賛成により
可決し、国の関係機関に提出しました。〔Ｐ４に記事掲載〕
　また、６月２４日（日）には、野田議長及び神谷町長より、森下利久愛知県議会議員同席のもと、
伊藤忠彦環境副大臣に意見書提出の経緯、趣旨等を説明し理解を求めました。



平
成
30
年
第
２
回

６
月
定
例
会

会
期
６
月
５
日
〜
19
日

（
審
議
議
案
の
採
決
結
果
は
16
頁
に
一
覧
表
を
掲
載
）

※

　
本
会
議
の
記
事
詳
細
は
、
８
月
下
旬
頃
に

　
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
定
例
会
会
議
録
を

　
掲
載
予
定
で
す
。

《

審

議

日

程

》

人
事
案
件
・
選
任
等
の
同
意

大岩 絵里子 さん
　　(野間在住)

　
欠
員
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

教
育
委
員
の
後
任
者
任
命
議
案
に

つ
い
て
、
全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

後
任
任
期

　
平
成
30
年
７
月
１
日
か
ら

　
平
成
31
年
9
月
30
日
ま
で 

開会、提案　・上程議案の提案説明
町政に対する一般質問〔通告議員7人登壇〕※Ｐ9～15に掲載
質疑・委員会審査付託
・選任同意1件（教育委員会委員）に同意
・条例の一部改正・補正予算議案を各常任委員会へ審査付託(5件)
 　※１件は両委員会へ分割付託
・請願１件を採択
・議員発議の意見書2件の提案・質疑・討論・採決
・追加提案1件　専決処分事項の報告

　13日　総務産業常任委員会　付託された3議案を審査・採決
　14日　文教厚生常任委員会　付託された3議案を審査・採決
委員長報告・討論・採決、閉会
　　・追加上程議案1件
　　　　①提案説明　②契約議決1件の質疑・討論・採決
　　・閉会中の継続審査事件・議員派遣を定めて閉会

5日
7日
12日

19日

休会中 常任委員会開催

 平成29年度一般会計繰越明許費   

平成30年度に繰り越して実施される繰越明許事業について
報告がありました。

平成30年度一般会計補正予算（第２号）

　補正予算（第２号）は、8,797万6千円を追加し、補正後の
予算総額は78億3,247万6千円となりました。
　また、地方債のうち公園整備事業債について5,960万円を
追加し、補正後の限度額を４億840万円としました。
補正内容は下表のとおりです。

賛成多数で可決

公園整備事業債

県
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お
も
な
改
正
の
内
容

①
「
美
浜
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

　
策
定
員
会
」
を
新
た
に
設
置
。

②
委
員
定
数
14
名
以
内

③
委
員
報
酬
　
日
額
６
千
３
百
円

施
行
日
　
公
布
の
日

美
浜
介
護
保
険
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
美
浜
町
介
護
保
険

条
例
の
一
部
改
正
案
に
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

お
も
な
改
正
の
内
容

・
引
用
条
項
の
整
理
。

施
行
日
　
平
成
30
年
８
月
１
日

損
害
賠
償
の
額
及
び
和
解

　
去
る
３
月
15
日
に
上
野
間
小
学

校
敷
地
内
で
草
刈
り
機
に
よ
る
作

業
中
に
小
石
を
は
ね
、
隣
接
す
る

店
舗
の
ガ
ラ
ス
を
破
損
す
る
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
損
害
賠
償
に
関
す
る
示

談
が
成
立
し
６
月
４
日
付
で
専
決

処
分
さ
れ
た
た
め
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
議
会
に
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

損
害
賠
償
の
額

　
町
が
相
手
方
に
対
し
修
理
費

用
全
額
を
負
担
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
35
万
６
千
７
百
円
）

※

　
な
お
、
損
害
賠
償
金
は
町
が

　
加
入
す
る
総
合
賠
償
補
償
保

　
険
制
度
の
適
用
に
よ
り
支
払

　
わ
れ
ま
す
。

　
「
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に

関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、最
終
日
に

契
約
締
結
に
つ
い
て
１
件
の
追
加

提
案
が
あ
り
、
即
日
審
議
を
行
い
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

児
童
用
机
・
椅
子

　
　
売
買
契
約
の
締
結

契
約
金
額
　
820
万
８
千
円

契
約
相
手
　（
株
）
中
本
屋

納
期
　
平
成
30
年
11
月
30
日

数
量
　
児
童
用
机
・
椅
子

　
　
（
小
学
校
２
校
分
）
360
組

（
契
約
金
額
は
消
費
税
及
び

　
　
　
　
　
　
地
方
消
費
税
込
）

美
浜
町
都
市
計
画
税
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
美
浜
町
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
改
正
案
が
提
案
さ
れ
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

お
も
な
改
正
内
容

①
都
市
再
生
推
進
法
人
が
管
理
す

る
立
地
誘
導
促
進
施
設
の
用

に
供
す
る
土
地
及
び
償
却
資

産
に
つ
い
て
、
課
税
標
準
額
を

３
分
の
２
と
す
る
規
定
の
追
加
。

②
引
用
条
項
の
整
理
。

施
行
日
　

①
公
布
の
日
又
は
都
市
再
生
特
別

措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
の
日
の
い
ず

れ
か
遅
い
日

②
平
成
31
年
４
月
１
日

美
浜
町
附
属
機
関
設
置
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
規
定
す
る

地
方
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策
定
の

た
め
、
美
浜
町
附
属
機
関
設
置
条

例
の
一
部
改
正
案
に
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

③
た
ば
こ
税
に
お
い
て
、
国
と
地

方
の
配
分
比
率
１
対
１
を
維
持

し
た
上
で
、
国
と
地
方
併
せ
て

１
本
あ
た
り
１
円
ず
つ
３
段
階

で
３
円
引
き
上
げ
。

　
ま
た
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
課

税
方
法
で
本
数
の
換
算
方
法
を
、

重
量
に
よ
る
算
定
か
ら
重
量
と

価
格
に
よ
る
算
定
に
改
正
、
５

年
か
け
て
段
階
的
に
移
行
。

施
行
日

①
平
成
33
年
１
月
１
日

（
平
成
33
年
度
課
税
か
ら
適
用
）

②
は
公
布
の
日
又
は
生
産
性
向
上

　
特
別
措
置
法
の
施
行
日
の
い
ず

　
れ
か
遅
い
日

③
税
率
引
き
上
げ
は
平
成
30
年
、

32
年
、
33
年
の
各
10
月
１
日
、

加
熱
式
た
ば
こ
の
本
数
の
換
算

方
法
は
平
成
30
年
〜
平
成
34
年

の
毎
年
10
月
１
日

美
浜
町
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
美
浜
町
税
条
例
等
の
一
部

改
正
案
が
提
案
さ
れ
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

お
も
な
改
正
内
容

①
個
人
町
民
税
に
お
い
て
、
働
き

方
改
革
の
一
環
で
働
く
人
を
応

援
す
る
た
め
、基
礎
控
除・給
与

所
得
控
除
及
び
公
的
年
金
等

控
除
額
を
見
直
し
。

②
固
定
資
産
税
に
お
い
て
、
生
産

性
革
命
の
実
現
に
向
け
た
中
小

企
業
の
設
備
投
資
促
進
の
た
め
、

町
が
主
体
的
に
作
成
し
た
計
画

に
基
づ
き
行
わ
れ
た
中
小
企
業

の
一
定
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
、

時
限
的
特
例
措
置
と
し
て
、
設

置
の
翌
年
か
ら
３
年
度
分
の
償

却
資
産
税
を
ゼ
ロ
に
。

条
例
の
制
定
・
改
廃

４
条
例
を
一
部
改
正

専
決
処
分
事
項
の
報
告

追
加
上
程
の
契
約
議
決

加熱式（電子）たばこ
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太
陽
光
発
電
及
び
風
力
発
電
に
つ

い
て
、自
然
と
住
環
境
と
の
調
和
を

求
め
る
意
見
書

（
別
記
参
照
）

提
出
先
　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院

　
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣

　
官
房
長
官
、
経
済
産
業
大
臣
、

　
環
境
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

提
出
者

　
江
元
　
梅
彦
、
大
岩
　
靖
、

　
鈴
木
美
代
子
、
横
田
　
貴
次
、

　
丸
田
　
博
雅

（
２
件
と
も
全
会
派
賛
同
に
よ
り
、

　
議
会
運
営
委
員
会
と
し
て
提
案
）

県
で
の
種
子
の
生
産
及
び
普
及
に

対
し
、取
り
組
み
が
後
退
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、引
き
続
き
予
算
措
置

や
人
員
等
の
確
保
を
行
う
こ
と
を

要
望
す
る
。

種
子
法
廃
止
に
伴
う
万
全
の

対
策
を
求
め
る
意
見
書

提
出
先
　
愛
知
県 

【
趣
旨
】国
や
都
道
府
県
の
種
子

に
対
す
る
公
的
役
割
を
明
確
に
し

た
法
律
で
あ
る「
種
子
法
」が
廃
止

さ
れ
た
が
、こ
れ
ま
で
種
子
法
を
根

拠
と
し
て
実
施
し
て
き
た
都
道
府

　
本
会
議
３
日
目
、
町
民
か
ら
議

会
へ
陳
情
の
あ
っ
た
請
願
書
１
件

及
び
議
員
発
議
の
意
見
書
２
件
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
・
討
論
の
後
、
即
日
採
決

の
結
果
、
請
願
は
全
員
賛
成
に
よ

り
採
択
さ
れ
、
意
見
書
は
２
件
と

も
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
請
願
書
は
議
会
か

ら
町
へ
、
可
決
さ
れ
た
意
見
書
は

国
・
県
の
各
関
係
機
関
へ
即
日
そ

れ
ぞ
れ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

奥
田
地
区
の
風
力
発
電
所
建
設
問

題
に
関
す
る
請
願
書

（
別
記
参
照
）

紹
介
議
員

　
丸
田
博
雅
、
江
元
梅
彦
、

　
山
本
辰
見
、
森
川
元
晴

※

　
美
浜
町
議
会
は
、
請
願
項
目

３
番
に
対
し
国
へ
の
申
し
入
れ
を

意
見
書
提
出
し
て
い
ま
す
。

意
見
書・請
願

請
願
書 

意
見
書

請 願 文 書 表
件　　名　奥田地区の風力発電所建設問題に関する請願書
提 出 者　美浜町奥田在住町民（個人）　　　〔請願書受理　平成30年5月22日〕
請願事項
１　現在美浜町奥田に建設中の風力発電所２基について、事業者に対し、住民の健
　康被害の可能性を払拭できない現在の立地を改めるよう働きかけること。
２　美浜町に小型風力発電所を建設する際には、住宅から300メートル以上離すこ
　とを含む、実効性のある条例等を早急に制定し、公布すること。
３　小型風力発電所の建設に関し基準を設けるよう、国に申し入れをすること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上３項目について請願する。

趣旨
　請願者は、美浜町奥田地区で建設中の風力発電所２基の周辺を生活の場や憩いの
場として利用する住民である。
　当該風力発電所は、最も近接する住宅が20メートルという至近距離にあるほか、
多数の住宅が300メートル圏内に密集している。この風力発電所が建設されれば、
事故・倒壊、騒音・振動・低周波騒音等により住民の生命及び健康に対する被害を
もたらすことは不可避である。環境省も「風力発電施設から発生する騒音に関する
指針」で、睡眠への影響リスクが増大することを認めている。
　このことから、奥田地区で建設中の風力発電所には重大な立地上の過失があると
の認識を持たざるを得ない。事業者は、奥田地区における風力発電所の建設場所を
見直し、即刻建設を中止すべきである。
　また、町は風力発電所の新規建設による住民への健康影響等を未然に防ぐため、
条例等を早急に制定することが不可欠である。

太陽光発電及び風力発電について、自然と住環境との調和を求める意見書
　太陽光発電、風力発電を始めとする再生可能エネルギーについては、国のエネル
ギー政策の基本方針を定める「エネルギー基本計画」においても、「温室効果ガス
排出のない有望かつ多様で、重要な低炭素の国産エネルギー源として定義され、導
入を最大限加速し、積極的に推進すること。」とされており、次期エネルギー基本
計画においても「主力電源」として明記される案が検討されている。
　再生可能エネルギーの重要性については、美浜町議会も認めるところであり、国
のエネルギー政策に賛同しているが、法令等の規制の及ばない小型の太陽光発電施
設及び風力発電施設の設置は、優良農地の転用、山林の無秩序な開発・造成、住宅
市街地隣接地への設置など、町及び住民の地域計画、住環境への配慮がなされない
まま進められるなど、様々な問題を引き起こしている。
　よって、国におかれては、太陽光発電及び風力発電について、事業者と自治体・
住民の間で住環境・自然環境・景観との調和のとれた形での推進となるよう、下記
のとおり要望する。

記
１　太陽光発電及び風力発電の整備にあたっては、関係自治体や関係住民への説明
　会の開催を義務付けることや、景観・住環境、都市計画と調和した形で行うよう
　法整備を行うこと。
２　小型の家庭用施設を除く50キロワット未満の小規模発電施設について、設置に
　あたり届け出を義務付けること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　平成30年6月12日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県知多郡美浜町議会
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本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
最
終
日
19
日(

火)

に
委
員
長
報
告
を
行
い
、

質
疑
・
討
論
の
後
、
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

常任委員会の審査結果

総
務
産
業
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

☆
平
成
30
年
度
一
般
会
計

　
補
正
予
算(

第
２
号)

Ｑ
　
県
補
助
金
が
圧
縮
さ
れ
た
場

合
、
不
足
分
は
町
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。

Ａ
　
そ
の
場
合
は
、
事
業
費
全
体

が
圧
縮
さ
れ
る
た
め
、
町
の
負

担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
の
内
訳
は
、
農
地
維
持
支

払
分
と
共
同
活
動
支
払
分
、
長

寿
命
化
支
払
分
で
す
が
、
圧
縮

対
象
と
な
る

の
は
長
寿
命

化
支
払
分
の

み
で
す
。

☆
美
浜
町
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ
　
新
た
に
設
置
さ
れ
る
「
ス
ポ

ー
ツ
推
進
計
画
策
定
委
員
会
」は

本
年
度
何
を
す
る
計
画
で
す
か
。

Ａ
　
本
年
度
と
来
年
度
の
２
か
年

で
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

　
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
委
員

の
委
嘱
、
委
員
会
の
開
催
、
先

進
地
の
視
察
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
住
民
の
意
識
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

☆
美
浜
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

Ｑ
　
個
人
町
民
税
の
非
課
税
の
範

囲
に
つ
い
て
、
均
等
割
非
課
税

限
度
額
が
引
き
上
げ
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
対
象
者
数
は
。

Ａ
　
対
象
と
な
る
障
害
者
、
未
成

年
者
、
寡
婦
及
び
寡
夫
の
合
計

所
得
で
試
算
す
る
と
、
125
万
円

以
下
の
方
は
、
今
現
在
は
376
人

で
、
こ
れ
を
135
万
円
と
し
て
試

算
し
た
場
合
、
417
人
と
な
り
41

人
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

関
係
す
る
の
は
、
こ
の
う
ち
の

個
人
事
業
主
等
の
給
与
所
得
者
、

年
金
受
給
者
以
外
の
人
に
な
り

ま
す
。

  

総
務
産
業
常
任
委
員
会 

　
13
日
（
水
）
午
前
９
時
開
会
。

７
名
全
員
出
席
の
も
と
付
託
議
案

３
件
を
審
議
・
採
決
。

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
案
件
を

協
議
・
決
定
し
閉
会
。

  

文
教
厚
生
常
任
委
員
会 

　
14
日
（
木
）
午
前
９
時
開
会
。

６
名
全
員
出
席
の
も
と
付
託
議
案

３
件
を
審
議
・
採
決
。

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
案
件
を

協
議
・
決
定
し
閉
会
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り

常
任
委
員
会

6
月
13
日
〜
14
日

文教厚生常任委員会

総務産業常任委員会

質疑

あり

なし

あり

なし

あり

なし
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組
合
議
会
議
員
の
選
挙

  

議
員
発
議
・
規
則
の
一
部
改
正

美
浜
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

　
よ
り
活
発
で
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
す
た
め
、
美
浜
町
議
会
会
議

規
則
の
一
部
改
正
案
が
提
案
さ
れ
、

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

提
出
者

　
江
元
　
梅
彦
、
大
岩
　
靖
、

　
鈴
木
美
代
子
、
横
田
　
貴
次
、

　
丸
田
　
博
雅

（
全
会
派
賛
同
に
よ
り
、
議
会
運

　
営
委
員
会
と
し
て
提
案
）

お
も
な
改
正
の
内
容

①
議
場
で
の
一
般
質
問
の
質
問
回

　
数
制
限
を
撤
廃
。

②
議
場
内
で
の
着
用・携
帯
を
禁
止

す
る
携
行
品
に
つ
い
て
個
別
品

目
の
規
定
（
帽
子
・
襟
巻
・
つ

え
・
か
さ
、
写
真
機
・
録
音
機

の
類
）
を
「
会
議
の
妨
げ
と
な

る
も
の
」
に
改
正
。

　
３
月
定
例
会
で
美
浜
町
議
会

委
員
会
条
例
を
一
部
改
正
し
、

本
年
度
か
ら
常
任
委
員
会
の
所

管
事
項
が
一
部
変
更
さ
れ
た
た

め
、
各
組
合
議
会
議
員
再
選
出

の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　
選
出
さ
れ
た
組
合
議
会
の
議

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

あなたも議会を傍聴しませんか？
いずれも午前９時から　美浜町役場　３階
＜日程は告示日8月27日に確定します。＞

本会議（開会・提案説明）
本会議終了後
　全員協議会(議案説明会)
全員協議会（議案説明会)予備日
本会議（一般質問１日目）
本会議（一般質問２日目）
本会議（質疑・委員会付託）
総務産業常任委員会
文教厚生常任委員会　
本会議（委員長報告・討論・採決・閉会）

4日（火）

5日（水）
6日（木）
7日（金）
11日（火）
12日（水）
13日（木）
19日（水）

 ☆ ケーブルテレビ(ＣＣＮＣ)放送予定 ☆ 
　【121ch】午前９時 ～「一般質問」放映
　 9月13日(木) および 9月16日(日)

　本会議場で行なわれる議会は、どなたでも傍聴す
ることができます。
　また、全員協議会および各委員会は議長等の許可
があれば傍聴することができます。

※議会傍聴の際に、手話通訳など支援が必要な方は、
　お手数ですが２週間前までにご相談ください。

平成30年9月 定 例 会 の 開 催 予 定

☆お問い合わせ先
  　　　美浜町役場 議会事務局  TEL 82-1111（内線285・286）  

平
成
30
年
第
１
回

４
月
臨
時
会

議
案
審
議

４
月
18
日

　
去
る
４
月
18
日
に
臨
時
議
会

が
開
催
さ
れ
、
各
組
合
議
会
議

員
の
選
挙
３
件
の
ほ
か
、
議
員

発
議
１
件
の
議
案
及
び
町
長
提

案
５
件
（
報
告
承
認
４
件
及
び

補
正
予
算
１
件
）
の
議
案
を
審

議
し
、
即
日
採
決
し
ま
し
た
。

知
多
南
部
衛
生
組
合
議
会

　(

旧)

丸
田
博
雅
、
大
岩
　
靖

　(

新)

森
川
元
晴
、
荒
井
勝
彦

知
多
南
部
消
防
組
合
議
会

　(

旧)

江
元
梅
彦

　(

新)

丸
田
博
雅

知
多
南
部
広
域
環
境
組
合

　(

旧)

丸
田
博
雅

　(

新)

森
川
元
晴

※

　
正
副
議
長
は
各
組
合
議
会

　
議
員
と
し
て
留
任
。

　
　
知
多
南
部
消
防
組
合
議
会

　
は
横
田
貴
次
議
員
も
留
任
。
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分
さ
れ
、
473
万
６
千
円
の
財
源
振

替
を
行
う
も
の
で
、
予
算
総
額
81

億
６
千
443
万
３
千
円
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
の
台
風
被
害
に
よ
る
農
業

用
施
設
災
害
復
旧
事
業
が
補
助
事

業
対
象
と
な
り
、一
般
財
源（
基
金

繰
入
金
）か
ら
国
庫
補
助
金
に
振

替
し
ま
す
。

承
認
第
２
号

〔
美
浜
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
〕

①
現
行
の
都
市
計
画
税
の
負
担
調

　
整
措
置
を
３
年
間
延
長
。

②
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
引

　
用
条
項
等
の
改
正
。

承
認
第
３
号

〔
美
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
〕

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
う
、
軽
減
判
定
所
得
の
算
定

に
お
い
て
用
い
る
金
額
を
改
正
。

承
認
第
４
号

〔
平
成
29
年
度
美
浜
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
専
決
第
５
号
）
〕

　
補
正
予
算
（
専
決
第
５
号
）
は

平
成
30
年
３
月
23
日
付
で
専
決
処

　
専
決
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で

３
件
は
、
３
月
31
日
付
で
行
わ
れ

た
専
決
処
分
で
、
４
月
１
日
に
付

で
地
方
税
法
等
の
改
正
が
施
行
さ

れ
る
た
め
、
関
連
す
る
３
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

施
行
日
　
全
て
平
成
30
年
４
月
１
日

お
も
な
改
正
の
内
容

承
認
第
１
号
　

〔
美
浜
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
〕

①
平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
評
価

替
え
に
際
し
、
平
成
30
〜
32
年

度
ま
で
土
地
に
係
る
固
定
資
産

税
負
担
調
整
措
置
を
延
長
。

②
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
引
用

　
条
項
等
の
改
正
。

　
議
会
承
認
が
必
要
で
あ
る
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に

つ
い
て
、
即
日
審
議
を
行
い
、
４
件
と
も
全
員
賛
成
で

承
認
し
ま
し
た
。

専
決
決
処
分
事
項
の
報
告
承
認

平成30年度一般会計補正予算（第1号）

全員賛成で可決
　一般会計補正予算(第１号）は、1,350万円を
追加し、補正後の予算総額は77億4,450万円とな
りました。補正内容は下表のとおりです。

○は賛成　×は反対　退は退席により採決不参加　　　野田増男議長は採決に加わりません。
（付託委員会／総産：総務産業常任委員会、文厚：文教厚生常任委員会、各：各所管の常任委員会へ分割）
　※ 地方自治法第179条第3項の規定により、町長が行った予算等に関する専決処分事項を、議会に報告し,事後承認を得るものです。
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特
別
委
員
会
と
し
て
も
、
さ

ら
に
検
討
し
議
論
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
、
執
行
部
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
と
と

も
に
、
事
業
が
よ
り
良
い
方
向

に
向
か
う
よ
う
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
先
進
地
の
視
察
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
視
察
先
は
、
和
歌
山
県
の
田

辺
市
及
び
上
富
田
町
を
予
定
し

て
お
り
、
障
害
者
に
配
慮
し
た

施
設
の
整
備
及
び
合
宿
等
の
誘

致
に
よ
る
地
域
の
振
興
策
、
民

間
活
力
を
活
用
し
た
運
営
方
法

等
々
、
幅
広
く
勉
強
し
て
く
る

予
定
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
改

め
て
皆
さ
ん
に
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

討
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
基
本
設
計
作
業
は
、
本

年
度
９
月
ま
で
行
わ
れ
、
そ
の
時

点
に
お
け
る
運
動
公
園
整
備
事
業

に
係
る
事
業
費
も
算
出
さ
れ
、
議

会
に
対
し
て
も
改
め
て
説
明
が
な

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
総
合
公
園
拡
張
事
業
に

つ
い
て
は
、
当
面
は
必
要
最
小
限

の
整
備
に
と
ど
め
、
土
壌
調
査
及

び
今
後
の
整
備
内
容
・
時
期
を
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
運
動
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
は
認
め
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
整
備
そ
の
も
の
を
否
定
す

る
議
員
は
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
手

法
、
事
業
規
模
及
び
事
業
費
等
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が

あ
り
ま
す
。

美
浜
町
運
動
公
園
整
備

調
査
研
究
特
別
委
員
会

　
都
市
整
備
課
の
説
明
で
は
、
用

地
買
収
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

運
動
公
園
用
地
に
つ
い
て
ほ
と
ん

ど
の
地
権
者
か
ら
買
収
の
同
意
を

得
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
懸
案
と
な
っ
て
い
た
軟
弱
地
盤

の
土
壌
改
良
を
含
む
造
成
工
事
に

つ
い
て
、
調
査
・
検
討
し
た
結
果
、

搬
入
す
る
土
量
を
大
幅
に
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
そ

の
大
半
を
総
合
公
園
拡
張
部
分
の

優
良
な
土
及
び
計
画
区
域
内
か
ら

発
生
す
る
土
に
よ
り
賄
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
、
１
階
部
分
が
事
務

室
・
会
議
室
・
更
衣
室
等
の
諸
室

と
な
る
観
覧
ス
タ
ン
ド
を
建
設
す

る
こ
と
、
夜
間
練
習
が
で
き
る
程

度
の
照
明
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
、

イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
を
天
然
芝
か
ら

人
工
芝
に
変
更
す
る
こ
と
等
を
検

委 

員 

会

活
動
紹
介

　
議
会
開
会
中
の
６
月
12
日
（
火
）
、
美
浜
町
運
動
公
園
整
備

特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
町
執
行
部
よ
り
現
在
の
進
捗
状
況
、

整
備
方
針
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

集中豪雨等の出水時に備えるための調整池に
ついては一部に「オンサイト貯留(現地貯留)方
式」という駐車場や広場等の地下へ浸透貯水
する方式を採用する予定。

基本計画図（平成30年6月現在）

陸上競技場観覧スタンド

常設駐車場

スポーツ広場

多目的広場
サッカーや臨時駐車場等に利用陸上競技場

交流広場

遊具広場

遊具広場

多目的広場
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荒井　勝彦荒井　勝彦

問
　
現
在
、
本
町
所
有
の
消
防
団

車
両
は
全
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
方
式
で

す
が
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
限
定
免

許
の
団
員
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
か
。

町
長
　
本
町
の
消
防
団
員
238
名
中

４
名
が
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
限
定
免

許
の
取
得
者
で
す
。

　
現
在
一
般
に
販
売
さ
れ
て
い
る

車
は
、
ほ
と
ん
ど
が
オ
ー
ト
マ
チ

ッ
ク
車
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

平
成
34
年
度
か
ら
の
更
新
に
合
わ

せ
、
毎
年
２
台
ず
つ
オ
ー
ト
マ
チ

ッ
ク
車
へ
変
更
し
、
平
成
40
年
度

に
は
全
て
の
車
両
が
入
れ
替
わ
る

計
画
で
す
。

問
　
学
生
消
防
団
員
認
証
制
度
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
平
成
29
年
８
月
に
実
施
要

綱
を
制
定
し
、
消
防
団
幹
部
会
な

ど
で
周
知
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
制
度
の
内
容
が
消
防
団

全
体
に
浸
透
し
て
い
な
い
現
状
も

感
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

よ
り
積
極
的
に
学
生
消
防
団
員
へ

の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
町
内

の
大
学
で
も
機
会
が
あ
る
ご
と
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

 

問
　
本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
具
体

的
な
取
り
組
み
と
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
方
法
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

町
長
　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
登

録
さ
れ
た
家
屋
の
工
事
・
購
入
に

対
す
る
補
助
、
危
険
な
木
造
住
宅

の
解
体
除
去
に
対
す
る
補
助
、
管

理
で
き
な
く
な
っ
た
空
き
家
等
の

町
へ
の
寄
附
の
受
け
入
れ
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
「
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
空

き
家
な
ど
の
適
切
な
維
持
管
理
」

の
推
進
に
な
り
ま
す
。

※

補
助
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
新
た
な
制
度
を
周
知
す
る
方

法
は
。

産
業
建
設
部
長
　
町
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
広
報
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
新
た
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成

し
ま
す
の
で
、
町
外
在
住
の
該
当

者
の
方
に
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
の
送
付
も
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
本
年
度
よ
り
文
部
科
学
省
が

示
す
学
校
教
室
の
「
望
ま
し
い
温

度
」
に
つ
い
て
、
10
度
以
上
30
度

以
下
か
ら
、
17
度
以
上
28
度
以
下

に
、
54
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
既
に
全
国
の
公
立
小
中
学
校
の

教
室
で
49
．
６
％
に
エ
ア
コ
ン
が

設
置
済
み
で
す
。

　
本
町
で
の
見
込
み
は
い
か
が
で

す
か
。

教
育
部
長
　
老
朽
化
が
進
む
学
校

施
設
の
改
修
工
事
を
優
先
的
に
進

め
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、
早

急
な
設
置
は
難
し
い
で
す
。

　
学
校
再
編
と
い
う
大
き
な
課
題

も
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

学
校
教
室
の

学
習
環
境
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
係
る

補
助
制
度
に
つ
い
て

学
生
消
防
団
員

　
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を

マ
ニ
ュ
ア
ル
方
式
の
消
防
車
両

合
併
処
理
浄
化
槽
に

よ
る
整
備
は
最
善
の

答
え
か

消防団員のＡＴ限定免許への
対応は

車両更新時にＡＴ車に変更していきます。
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横田　貴次横田　貴次

問

　県
の
都
市
計
画
原
案
に
明
記

さ
れ
た
運
動
公
園
整
備
事
業
は
、

県
と
し
て
も
美
浜
町
が
整
備
す
る

必
要
の
あ
る
大
き
な
事
業
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
と
考
え
て
よ
い

で
す
か
。

町
長
　
運
動
公
園
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
国
・
県
か
ら
も
、
ま
ち

づ
く
り
の
見
本
と
な
る
事
業
と
し

て
大
変
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長
　
国
か
ら
の
交
付

金
も
い
た
だ
き
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
県
の
事
業
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

問

　本
町
の
既
成
市
街
地
は
、
狭

い
道
路
に
よ
る
利
便
性
の
低
下
や

緊
急
・
救
急
時
の
不
安
の
高
ま
り
、

大
規
模
災
害
時
の
津
波
到
来
の
恐

れ
や
、
避
難
経
路
が
確
保
で
き
な

い
恐
怖
感
に
よ
り
人
口
が
流
出
し

て
い
ま
す
。

　町
が
主
体
と
な
り
町
内
各
区
と

連
携
し
て
安
全
な
住
宅
用
地
を
確

保
し
、
町
民
に
提
供
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

産
業
建
設
部
長
　
住
宅
用
地
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
よ
う
な
地
権
者
の
組
合

設
置
に
よ
る
区
画
整
理
事
業
は
社

会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
難
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
住

宅
用
地
の
供
給
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

や
、
区
画
整
理
の
必
要
性
が
生
じ

た
と
き
は
、
町
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

問

　愛
知
県
が
目
指
す
集
約
型
都

市
構
造
を
本
町
で
実
現
す
る
た
め
、

今
後
の
市
街
地
誘
導
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
で
す
か
。

町
長
　
本
町
は
、
ほ
ぼ
小
学
校
区

ご
と
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い

る
と
同
時
に
、
市
街
化
調
整
区
域

内
に
も
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
地
域
の
生
活
利
便
性

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
維
持
し
つ
つ
、

駅
を
中
心
と
し
た
市
街
地
へ
の
誘

導
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
計
画
の

イ
メ
ー
ジ
す
る
所
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

　農
地
法
や
建
築
基
準
法
等
の

規
制
に
よ
り
、
本
町
に
家
を
建
て

る
こ
と
が
叶
わ
な
い
子
育
て
世
帯

に
対
し
、
町
が
安
全
な
住
宅
地
を

提
供
し
町
外
へ
の
人
の
流
出
を
食

い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

町
長
　
町
が
所
有
す
る
宅
地
も
市

街
化
区
域
内
に
あ
り
ま
す
。

　
今
、
区
画
整
理
事
業
が
難
し
い

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
宅
地
も

住
宅
と
し
て
供
給
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

津
波
到
来
の
恐
れ
の

な
い
安
全
な
市
街
地

へ
の
誘
導
に
つ
い
て

都
市
機
能
の
誘
導
・

集
約
化
を
図
り
高
齢

者
が
暮
ら
し
や
す
い

生
活
圏
の
実
現
に
つ

い
て

県の都市計画の見直しで　　　　
　　　　本町に関する内容は？

海岸事業と総合公園　　　　　
　　　　　及び運動公園事業です。
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鈴木美代子鈴木美代子

問

　熱
中
症
で
子
ど
も
が
倒
れ
た

ら
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
通
学
を
や
め
る

の
で
す
か
。

教
育
部
長

　教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
、
各

学
校
に
お
い
て
、
保
護
者
な
ど
地

域
の
皆
さ
ん
で
話
し
合
い
に
よ
っ

て
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
に
従
い
ま
す
。

問

　猛
暑
の
中
、
重
い
ラ
ン
ド
セ

ル
を
背
負
っ
て
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
通

学
は
虐
待
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま

す
が
、
教
育
委
員
会
の
通
達
で
や

め
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　熱
中
症
で
倒
れ
た
ら
ど
う
し
ま

す
か
。

教
育
長

　ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
反
対
す

る
親
が
い
る
一
方
で
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
を
求
め
る
保
護
者
も
い

ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
学

校
で
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
た
だ

き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

問

　こ
の
春
の
浚
渫
は
上
流
部
の

み
で
し
た
が
、
県
管
理
の
下
流
部

は
。

町
長

　県
は
、
河
川
断
面
が
確
保

さ
れ
て
い
る
と
の
測
量
結
果
か
ら
、

浚
渫
の
予
定
は
な
い
と
し
て
い
ま

す
が
、
昨
年
の
台
風
21
号
に
伴
う

豪
雨
に
よ
り
、
町
内
の
農
用
地
区

域
に
お
い
て
土
砂
崩
れ
が
発
生
し

て
お
り
、
河
川
等
へ
の
土
砂
の
流

出
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

改
め
て
浚
渫
な
ど
の
適
切
な
維
持

管
理
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問

　本
町
の
一
般
会
計
の
当
初
予

算
77
億
円
に
対
し
、
運
動
公
園
の

整
備
費
は
構
想
時
で
28
億
円
、
そ

し
て
さ
ら
に
増
え
る
見
込
み
と
の

こ
と
で
す
が
、
今
必
要
な
の
は
子

育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
と
い
っ

た
福
祉
中
心
の
町
づ
く
り
で
は
な

い
で
す
か
。

町
長

　少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
、

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
計
画

に
沿
っ
て
細
部
に
わ
た
り
重
点
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　運
動
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
交
流
人
口
の

増
加
、
地
域
の
活
性
化
並
び
に
住

民
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
人
口
減
少
の
抑

制
と
地
域
経
済
の
発
展
、
そ
し
て

健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
の
効
果
を

も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
事
業
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

問

　条
例
を
制
定
し
、
運
動
公
園

整
備
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
を

実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長

　事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、

議
員
を
始
め
町
民
の
皆
様
に
丁
寧

に
説
明
し
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
、
条
例
を
制
定
し
是

非
を
問
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

問

　公
園
に
ネ
ッ
ト
を
張
り
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
等
の
遊
び
が
で
き

る
よ
う
整
備
す
る
こ
と
は
。

町
長

　球
技
の
遊
び
場
と
し
て
は
、

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
が
利
用
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
公
園

を
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
必
要
な
措
置
は
、
個
別
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

春に実施した大川の浚渫工事のようす

大
川
の
浚
渫
に
つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽
に

よ
る
整
備
は
最
善
の

答
え
か

運
動
公
園
で
な
く
福
祉

を
ま
ち
づ
く
り
の
中
心

に
置
く
こ
と
に
つ
い
て

ボ
ー
ル
遊
び
の
で
き
る

公
園
整
備
に
つ
い
て

夏季のヘルメット着用を　　　
　　　　見直す考えは？

各学校で話し合って決めることです。
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大岩　靖大岩　靖

問

　美
浜
町
の
臭
気
に
対
す
る
規

制
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

町
長
　
愛
知
県
に
よ
り
、
悪
臭
防

止
法
に
基
づ
く
「
臭
気
指
数
規

制
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
基
準
は
、
６
段
階
臭
気
強

度
表
示
法
で
臭
気
に
お
け
る
感
覚

的
な
強
さ
の
2.5
〜
3.5
以
下
の
基
準

に
な
る
よ
う
に
町
内
を
３
種
類
の

区
域
に
分
け
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
臭
気
の
測
定
は
「
三
点
比
較
式

臭
袋
法
」
で
人
の
臭
覚
を
用
い
て

測
定
し
ま
す
。

環
境
課
長
　
美
浜
町
内
を
愛
知
県

の
指
導
に
よ
り
、
町
の
意
向
を
反

映
し
第
一
・
第
二
・
第
三
種
地
域

と
し
て
、
規
制
地
域
を
定
め
て
い

ま
す
。

　
第
一
種
地
域
は
、
も
っ
ぱ
ら
住

居
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
地
域

で
あ
り
、
市
街
化
区
域
と
そ
れ
以

外
の
人
口
密
集
地
（
美
浜
緑
苑
・

小
野
浦
の
一
部
地
域
）
で
す
。

　
第
二
種
地
域
は
、
工
業
地
域
及

び
市
街
化
調
整
区
域
の
中
で
あ
っ

て
も
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
三
種
地
域
は
、
市
街
化
調
整

区
域
内
で
あ
っ
て
住
居
と
し
て
の

利
用
の
少
な
い
地
域
で
、
田
畑
や

山
林
が
多
い
地
域
で
す
。

　
河
和
南
部
地
区
の
大
型
養
鶏
施

設
は
、
第
三
種
地
域
の
中
に
あ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問

　環
境
基
準
を
超
え
る
臭
気
を

測
定
し
た
場
合
の
対
応
は
。

　ま
た
罰
則
規
定
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長
　
悪
臭
を
出
す
か
も
し
れ
な

い
工
場
・
事
業
所
は
、
県
条
例
に

よ
り
毎
年
年
一
回
「
悪
臭
関
係
工

場
等
届
出
書
」
を
美
浜
町
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
区
域
別
の
規
制
基
準
に
基
づ
き
、

悪
臭
に
よ
っ
て
住
民
の
生
活
環
境

が
損
な
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
、
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
き

悪
臭
原
因
物
の
排
出
を
減
少
さ
せ

る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
改
善
勧

告
を
行
い
、
従
わ
な
い
場
合
に
は

改
善
命
令
を
し
ま
す
。
改
善
命
令

に
違
反
し
た
者
に
対
し
て
は
、
悪

臭
防
止
法
に
基
づ
き
罰
金
ま
た
は

懲
役
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問

　今
後
の
新
規
参
入
事
業
者
も

含
め
、
良
好
な
環
境
を
確
保
す
る

た
め
の
政
策
は
。

町
長
　
美
浜
町
に
お
い
て
、
新
た

に
畜
産
業
を
目
的
と
し
た
畜
舎
等

の
建
設
を
行
う
事
業
者
に
対
し
、

地
域
環
境
の
保
持
及
び
適
切
な
営

農
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
、
住
民

の
良
好
な
住
環
境
の
確
保
す
る
た

め
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
策
定
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
地
元
説

明
会
や
悪
臭
・
水
質
汚
濁
等
の
指

導
お
よ
び
協
議
、
関
係
団
体
等
と

の
覚
書
の
締
結
等
に
つ
い
て
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
の
美
浜
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
計
画
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
に
、
建
設
場
所

も
含
め
、
産
業
振
興
を
図
り
つ
つ

進
め
て
い
き
ま
す
。

臭気測定用の大気
を袋に集め、専門の
臭気判定士による
臭気指数の測定を
受けます。

良好な環境を確保するための政策は？

ガイドラインの策定作業を行っています。
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業務活動
収支

投資活動
収支

財務活動
収支

本年度資
金収支額

前年度末
資金残高

本年度資
金残高 

本年度末
歳計外現

金残高

本年度末
現金預金

残高

3億7千万
円

▲ 5億6千
万円

▲　　　
1億円

▲ 2億9千
万円

17億9千
万円

15億円

1億7千万
円

16億7千
万円

資産　　
　　　　

　　　　
 320億3

千万円

　町が保
有してい

る財産で
す。すな

わち、平
成29

年度以降
の行政サ

ービスに
投入でき

る金額で
す。

固定資産
  　　　

　　　　
　       2

91億2千
万円

　町役場
、図書館

、学校、道
路、橋りょ

う、公園、
水道

　施設、特
定目的基

金など

流動資産
　　　　

　　　　
　　 　  

  　　29
億円

　現金預
金　　　

　　　　
　　 　1

6億 7千
万円

　財政調
整基金　

　　　　
　　　  　

9億9千万
円

　その他
　　　　　

　　　　
　　　  2

億4千万円

純資産　
　　　　

　　　  
219億2千

万円

　資産形
成するた

めに拠出
した金額

のうち、
これ

までの世
代が負担

した金額
であり、

将来返済
する

必要がな
いもので

す。

負債　　
　　　　

　　　  
101億1千

万円

　資産を
形成する

ために拠
出した金

額のうち
、町

債など将
来世代の

負担とし
て残って

いる金額
で

す。 　町債　
　　　　

　　　　
55億7千

万円

　退職給
付引当金

　　　　
25億5千

万円

　その他
（債務等

）         
19億9千

万円

財務諸表
を

公表します

●問合せ
　総務課

　内線２
１３

　総務省
より新た

に示され
た統一的

基準に基
づ

き、連結ベ
ースで財

務書類４表
を作成し

ました。

■連結の
範囲

　美浜町
の一般会

計、特別
会計、水

道事業会
計

に加え、
知多南部

衛生組合
、知多南

部消防組

合、知多
南部広域

環境組合
、愛知県

後期高齢
者

医療広域
連合を美

浜町の経
費負担割

合に基づ
き

比例連結
していま

す。（表
示単位未

満の数値
を

四捨五入
している

ため、積
み上げ合

計と一致
し

ないとこ
ろがあり

ます）

平成28年
度

連結貸借
対照表（

バランス
シート）

平成29年
3月31日

現在

表の左側
はプラス

の価値で
ある資産

、右側は
マイナス

の価値で
ある

負債と正
味の財産

である純
資産を記

載してい
ます。

連結資金
収支計算

書

平成28年
4月1日～

　　　　
　　平成

29年3月
31日

性質を３
区分で表

示し、資
金の利用

状況や

資産獲得
状況を表

します。

・業務活
動収支

　行政サ
ービスの

実施にか
かる資金

収支

・投資活
動収支

　固定資
産の購入

や売却に
かかる資

金収支

・財務活
動収支

　借入や
借入返済

などにか
かる資金

収支

貸借対照
表は

年度末現
在、本町に

どれ

だけの財
産がある

か、その

内訳はど
のような

ものか

を表しま
す。

　連結貸
借対照表

に計上さ
れ

ている、
資金の増

減の内訳
を

表す計算
書です。

歳入歳出
決

算書に類
似するも

ので、町
の

活動が資
金の動き

で把握で
き

ます。
4
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ふるさと
納税

の返礼品

を募集し
ます

●問合せ

　総務課
　内線21

3

　ふるさ
と納税の

返礼品を
取扱う事

業者を随
時募集し

ていま

す。ぜひ
美浜町の

ＰＲにつ
ながる返

礼品をご
提案くだ

さい。

・全国へ
のＰＲ

　ホーム
ページに

貴社のお
名前、お

礼の品（
返礼品）

を掲載

　します
。

・インタ
ーネット

販路拡大

　ふるさ
と納税大

手サイト
に掲載し

ます。

・新規の
お客様獲

得

　返礼品
を気に入

っていた
だければ

、新たな
お客様の

開拓に

　つなが
ります。

　連結貸
借対照表

に計上さ
れている

「純資

産」が、
１年間で

どのよう
に増減し

たかを表

します。
増加分は

みなさん
の税金や

国・県か

らの補助
金、減少

分は行政
サービス

の実施な

どがあげ
られます

。　１年間
の行政サ

ービスが
、どのよ

うな形で

どれだけ
行われた

かを表し
ます。経

常費用か

ら経常収
益を差し

引いた「
純行政コ

スト」が

１年間で
町民に提

供した正
味の行政

サービス

の額です
。

連結純資
産変動計

算書

平成28年
4月1日～

平成29年
3月31日

純資産の
増減は将

来サービ
スに対す

る蓄えの

増減を表
していま

す。

平成27年
度末残高

　224億
7千万円

平成28年
度末残高

　　219
億2千万円

 純行政コ
スト　　

　    131
億1千万円

当期変動
額 　　　

　(１)－
(２) ▲5

億5千万円

連結行政
コスト計

算書

平成28年
4月1日～

平成29年
3月31日

平成28年
度にどれ

だけのサ
ービスを

提供した

か表して
います。

純資産の
増加(１)

純資産を
増加させ

た原因を
表してい

ます。

税収等 　
　　　　

　　　　
　　77億

9千万円

国・県等
補助金 　

　　　　
　　47億

7千万円経常費用
 　　　　

　　139
億6千万円

人件費（
ﾋﾄにかか

るｺｽﾄ）　
　　20億

1千万円

物件費（
ﾓﾉにかか

るｺｽﾄ）　
　　32億

6千万円

その他の
業務費用

（借入金
の利子等

）

　　　　
　　　　

　　　　
　　　2億

1千万円

移転費用
（補助金

、社会保
障給付等

） 

　　　　
　　　　

　　　　
　　 84億

8千万円 純資産の
減少(２）

純資産を
減少させ

た原因を
表してい

ます。

純行政コ
スト　　

　　　　
　　131

億1千万円

将来世代
のための

蓄えがこ
の１年間

で5億5千

万円減少
しました

。

経常収益
　　　　

　　　　
　 　9億

円

業務収益（
手数料等

の受益者
負担）5億

8千万円

業務関連
収益（その

他収益）　
　　3億2

千万円

 純経常行
政コスト

　 　130
億6千万円

臨時損失
 　　　　

　　　　
　　　　

6千万円

臨時利益
           

            
           　

1千万円

平成28年
度１年間で

、町民が町
から受け

たサー

ビスの金
額。町民

１人あた
りの行政

コストは
、

584,173
円です。（

純行政コ
ストを、平

成29年３

月31日現
在の人口

22,442人
で割った

金額）
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業務活動収支

投資活動収支

財務活動収支

本年度資金収支額

前年度末資金残高

本年度資金残高 

本年度末歳計外現金残高

本年度末現金預金残高

3億7千万円

▲ 5億6千万円

▲　　　1億円

▲ 2億9千万円

17億9千万円

15億円

1億7千万円

16億7千万円

資産　　　　　　　　　　 320億3千万円
　町が保有している財産です。すなわち、平成29
年度以降の行政サービスに投入できる金額です。

固定資産  　　　　　　　　       291億2千万円
　町役場、図書館、学校、道路、橋りょう、公園、水道
　施設、特定目的基金など

流動資産　　　　　　　　　　 　    　　29億円
　現金預金　　　　　　　　　 　16億 7千万円
　財政調整基金　　　　　　　　  　9億9千万円
　その他　　　　　　　　　　　　  2億4千万円

純資産　　　　　　　　  219億2千万円
　資産形成するために拠出した金額のうち、これ
までの世代が負担した金額であり、将来返済する
必要がないものです。

負債　　　　　　　　　  101億1千万円
　資産を形成するために拠出した金額のうち、町
債など将来世代の負担として残っている金額で
す。

　町債　　　　　　　　　55億7千万円
　退職給付引当金　　　　25億5千万円
　その他（債務等）         19億9千万円

財務諸表を
公表します

●問合せ　総務課　内線２１３

　総務省より新たに示された統一的基準に基づ
き、連結ベースで財務書類４表を作成しました。
■連結の範囲
　美浜町の一般会計、特別会計、水道事業会計
に加え、知多南部衛生組合、知多南部消防組
合、知多南部広域環境組合、愛知県後期高齢者
医療広域連合を美浜町の経費負担割合に基づき
比例連結しています。（表示単位未満の数値を
四捨五入しているため、積み上げ合計と一致し
ないところがあります）

平成28年度

連結貸借対照表（バランスシート）平成29年3月31日現在
表の左側はプラスの価値である資産、右側はマイナスの価値である
負債と正味の財産である純資産を記載しています。

連結資金収支計算書
平成28年4月1日～
　　　　　　平成29年3月31日
性質を３区分で表示し、資金の利用状況や
資産獲得状況を表します。

・業務活動収支
　行政サービスの実施にかかる資金収支
・投資活動収支
　固定資産の購入や売却にかかる資金収支
・財務活動収支
　借入や借入返済などにかかる資金収支

貸借対照表は
年度末現在、本町にどれ
だけの財産があるか、その
内訳はどのようなものか

を表します。

　連結貸借対照表に計上され
ている、資金の増減の内訳を
表す計算書です。歳入歳出決
算書に類似するもので、町の
活動が資金の動きで把握でき
ます。
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ふるさと納税
の返礼品
を募集します
●問合せ
　総務課　内線213

　ふるさと納税の返礼品を取扱う事業者を随時募集していま
す。ぜひ美浜町のＰＲにつながる返礼品をご提案ください。
・全国へのＰＲ
　ホームページに貴社のお名前、お礼の品（返礼品）を掲載
　します。
・インターネット販路拡大
　ふるさと納税大手サイトに掲載します。
・新規のお客様獲得
　返礼品を気に入っていただければ、新たなお客様の開拓に
　つながります。

　連結貸借対照表に計上されている「純資
産」が、１年間でどのように増減したかを表
します。増加分はみなさんの税金や国・県か
らの補助金、減少分は行政サービスの実施な
どがあげられます。

　１年間の行政サービスが、どのような形で
どれだけ行われたかを表します。経常費用か
ら経常収益を差し引いた「純行政コスト」が
１年間で町民に提供した正味の行政サービス
の額です。

連結純資産変動計算書
平成28年4月1日～平成29年3月31日

純資産の増減は将来サービスに対する蓄えの
増減を表しています。

平成27年度末残高　224億7千万円

平成28年度末残高　　219億2千万円

 純行政コスト　　　    131億1千万円

当期変動額 　　　　(１)－(２) ▲5億5千万円

連結行政コスト計算書
平成28年4月1日～平成29年3月31日

平成28年度にどれだけのサービスを提供した
か表しています。

純資産の増加(１)
純資産を増加させた原因を表しています。
税収等 　　　　　　　　　　　77億9千万円
国・県等補助金 　　　　　　　47億7千万円

経常費用 　　　　　　139億6千万円
人件費（ﾋﾄにかかるｺｽﾄ）　　　20億1千万円
物件費（ﾓﾉにかかるｺｽﾄ）　　　32億6千万円
その他の業務費用（借入金の利子等）
　　　　　　　　　　　　　　　2億1千万円
移転費用（補助金、社会保障給付等） 
　　　　　　　　　　　　　　 84億8千万円

純資産の減少(２）
純資産を減少させた原因を表しています。
純行政コスト　　　　　　　　131億1千万円

将来世代のための蓄えがこの１年間で5億5千
万円減少しました。

経常収益　　　　　　　　　 　9億円
業務収益（手数料等の受益者負担）5億8千万円
業務関連収益（その他収益）　　　3億2千万円
 純経常行政コスト　 　130億6千万円
臨時損失 　　　　　　　　　　　　6千万円
臨時利益                                  　1千万円

平成28年度１年間で、町民が町から受けたサー
ビスの金額。町民１人あたりの行政コストは、
584,173円です。（純行政コストを、平成29年３
月31日現在の人口22,442人で割った金額）
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業務活動収支

投資活動収支

財務活動収支

本年度資金収支額

前年度末資金残高

本年度資金残高 

本年度末歳計外現金残高

本年度末現金預金残高

3億7千万円

▲ 5億6千万円

▲　　　1億円

▲ 2億9千万円

17億9千万円

15億円

1億7千万円

16億7千万円

資産　　　　　　　　　　 320億3千万円
　町が保有している財産です。すなわち、平成29
年度以降の行政サービスに投入できる金額です。

固定資産  　　　　　　　　       291億2千万円
　町役場、図書館、学校、道路、橋りょう、公園、水道
　施設、特定目的基金など

流動資産　　　　　　　　　　 　    　　29億円
　現金預金　　　　　　　　　 　16億 7千万円
　財政調整基金　　　　　　　　  　9億9千万円
　その他　　　　　　　　　　　　  2億4千万円

純資産　　　　　　　　  219億2千万円
　資産形成するために拠出した金額のうち、これ
までの世代が負担した金額であり、将来返済する
必要がないものです。

負債　　　　　　　　　  101億1千万円
　資産を形成するために拠出した金額のうち、町
債など将来世代の負担として残っている金額で
す。

　町債　　　　　　　　　55億7千万円
　退職給付引当金　　　　25億5千万円
　その他（債務等）         19億9千万円

財務諸表を
公表します

●問合せ　総務課　内線２１３

　総務省より新たに示された統一的基準に基づ
き、連結ベースで財務書類４表を作成しました。
■連結の範囲
　美浜町の一般会計、特別会計、水道事業会計
に加え、知多南部衛生組合、知多南部消防組
合、知多南部広域環境組合、愛知県後期高齢者
医療広域連合を美浜町の経費負担割合に基づき
比例連結しています。（表示単位未満の数値を
四捨五入しているため、積み上げ合計と一致し
ないところがあります）

平成28年度

連結貸借対照表（バランスシート）平成29年3月31日現在
表の左側はプラスの価値である資産、右側はマイナスの価値である
負債と正味の財産である純資産を記載しています。

連結資金収支計算書
平成28年4月1日～
　　　　　　平成29年3月31日
性質を３区分で表示し、資金の利用状況や
資産獲得状況を表します。

・業務活動収支
　行政サービスの実施にかかる資金収支
・投資活動収支
　固定資産の購入や売却にかかる資金収支
・財務活動収支
　借入や借入返済などにかかる資金収支

貸借対照表は
年度末現在、本町にどれ
だけの財産があるか、その
内訳はどのようなものか

を表します。

　連結貸借対照表に計上され
ている、資金の増減の内訳を
表す計算書です。歳入歳出決
算書に類似するもので、町の
活動が資金の動きで把握でき
ます。
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ふるさと納税
の返礼品
を募集します
●問合せ
　総務課　内線213

　ふるさと納税の返礼品を取扱う事業者を随時募集していま
す。ぜひ美浜町のＰＲにつながる返礼品をご提案ください。
・全国へのＰＲ
　ホームページに貴社のお名前、お礼の品（返礼品）を掲載
　します。
・インターネット販路拡大
　ふるさと納税大手サイトに掲載します。
・新規のお客様獲得
　返礼品を気に入っていただければ、新たなお客様の開拓に
　つながります。

　連結貸借対照表に計上されている「純資
産」が、１年間でどのように増減したかを表
します。増加分はみなさんの税金や国・県か
らの補助金、減少分は行政サービスの実施な
どがあげられます。

　１年間の行政サービスが、どのような形で
どれだけ行われたかを表します。経常費用か
ら経常収益を差し引いた「純行政コスト」が
１年間で町民に提供した正味の行政サービス
の額です。

連結純資産変動計算書
平成28年4月1日～平成29年3月31日

純資産の増減は将来サービスに対する蓄えの
増減を表しています。

平成27年度末残高　224億7千万円

平成28年度末残高　　219億2千万円

 純行政コスト　　　    131億1千万円

当期変動額 　　　　(１)－(２) ▲5億5千万円

連結行政コスト計算書
平成28年4月1日～平成29年3月31日

平成28年度にどれだけのサービスを提供した
か表しています。

純資産の増加(１)
純資産を増加させた原因を表しています。
税収等 　　　　　　　　　　　77億9千万円
国・県等補助金 　　　　　　　47億7千万円

経常費用 　　　　　　139億6千万円
人件費（ﾋﾄにかかるｺｽﾄ）　　　20億1千万円
物件費（ﾓﾉにかかるｺｽﾄ）　　　32億6千万円
その他の業務費用（借入金の利子等）
　　　　　　　　　　　　　　　2億1千万円
移転費用（補助金、社会保障給付等） 
　　　　　　　　　　　　　　 84億8千万円

純資産の減少(２）
純資産を減少させた原因を表しています。
純行政コスト　　　　　　　　131億1千万円

将来世代のための蓄えがこの１年間で5億5千
万円減少しました。

経常収益　　　　　　　　　 　9億円
業務収益（手数料等の受益者負担）5億8千万円
業務関連収益（その他収益）　　　3億2千万円
 純経常行政コスト　 　130億6千万円
臨時損失 　　　　　　　　　　　　6千万円
臨時利益                                  　1千万円

平成28年度１年間で、町民が町から受けたサー
ビスの金額。町民１人あたりの行政コストは、
584,173円です。（純行政コストを、平成29年３
月31日現在の人口22,442人で割った金額）
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横田　全博横田　全博

問
　
こ
れ
ま
で
の
決
算
書
類
と
、

新
公
会
計
制
度
に
よ
る
財
務
諸
表

の
違
い
、
そ
の
目
的
は
何
で
す
か
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
の
「
現
金
主
義

・
単
式
簿
記
」
に
よ
る
地
方
自
治

体
の
会
計
制
度
に
、「
発
生
主
義
・

複
式
簿
記
」
と
い
う
企
業
会
計
的

要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

資
産
・
負
債
な
ど
の
情
報
や
、
現

金
主
義
で
は
見
え
に
く
い
コ
ス
ト

を
把
握
し
、
自
治
体
の
財
務
状
況

を
分
か
り
や
す
く
開
示
す
る
と
と

も
に
、
従
来
の
予
算
決
算
と
比
べ

資
産
・
債
務
の
適
正
管
理
や
有
効

活
用
と
い
っ
た
中
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
自
治
体
経
営
の
強
化
に

役
立
て
る
も
の
で
す
。

問
　
新
た
に
作
成
し
た
財
務
諸
表

の
内
容
を
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
ま
す
か
。

町
長
　
本
町
に
お
け
る
人
口
減
少

や
地
価
の
下
落
な
ど
に
よ
り
、
税

収
等
の
歳
入
が
減
少
化
傾
向
と
な

る
中
、
公
共
施
設
が
更
新
時
期
を

迎
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

社
会
保
障
費
の
増
大
等
の
理
由
に

よ
り
財
政
が
硬
直
化
し
て
お
り
、

施
設
へ
投
資
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
状
況
と
分
析
し
て
い

ま
す
。

問
　
資
産
老
朽
化
比
率※

１
は
。

総
務
課
長
　
60・５
％
で
あ
り
、

６
割
が
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。

　
資
産
更
新
準
備
率※

２
は
６
．８
％

で
あ
り
、
将
来
、
資
産
更
新
の
準

備
資
金
が
不
足
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

問
　
世
代
間
公
平
性
の
観
点
か
ら

見
た
純
資
産
比
率※
３
は
ど
れ
く

ら
い
で
す
か
。

総
務
課
長
　
68・４
％
で
す
。

　
負
担
割
合
は
現
役
世
代
７
に
対

し
、
将
来
世
代
３
で
あ
り
、
概
ね

適
正
で
す
。

問
　
町
が
置
か
れ
て
い
る
財
政
状

況
で
は
、
「
将
来
世
代
へ
の
先
送

り
は
ど
の
程
度
が
適
切
か
」
と
の

議
論
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
財
務
諸
表
の
分
析
結
果
を
町
の

中
長
期
の
財
政
計
画
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
か
。

総
務
部
長
　
町
財
政
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

に
財
政
状
況
を
分
か
り
や
す
く
開

示
す
る
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な

財
政
運
営
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て

は
、
資
産
台
帳
の
整
備
、
公
共
施

設
整
備
計
画
、
新
会
計
制
度
の
導

入
、
こ
れ
を
連
携
し
な
が
ら
将
来

計
画
を
立
て
て
い
き
ま
す
。
公
平

性
に
対
し
て
も
財
政
計
画
に
組
み

込
み
ま
す
。

問
　
今
後
の
町
政
運
営
で
、
何
が

一
番
必
要
で
す
か
。

町
長
　
税
収
の
確
保
と
雇
用
の
確

保
の
た
め
、
工
業
団
地
計
画
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

町
長
　
名
鉄
知
多
新
線
各
駅
の
利

用
者
数
は
、
知
多
奥
田
駅
を
除
き

国
の
基
準
に
達
し
て
い
な
い
こ
と

も
あ
り
、
設
置
は
検
討
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
す
が
、
引
き
続
き

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向
け
て
、
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
と
し
て
、

奥
田
駅
ま
で
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
・

障
害
者
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
巡
回
バ
ス
も
電
車
と
の

乗
り
継
ぎ
を
連
動
さ
せ
る
よ
う
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

名
鉄
知
多
新
線
の

高
架
駅
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は

広報みはま６月１日号〔財務諸表を公表〕

用
語
の
解
説

※１
資
産
老
朽
化
比
率…

有
形
資
産
の
う
ち
償

却
資
産
の
取
得
価
格
に
対
す
る
減
価
償

却
累
計
額
の
割
合
を
計
算
し
た
率
。

　
耐
用
年
数
に
対
し
資
産
取
得
か
ら
ど
の

程
度
経
過
し
て
い
る
か
全
体
把
握
の
目
安

と
な
り
ま
す
。

※2
資
産
更
新
準
備
率…

流
動
資
産
と
減
価
償

却
累
計
額
の
割
合
を
計
算
し
た
率
。

　
償
却
分
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
資
金
準
備

が
で
き
て
い
る
か
を
判
断
す
る
目
安
と
な

り
ま
す
。

※3
純
資
産
比
率…

財
務
諸
表
の
貸
借
対
照
表

で
純
資
産
と
資
産
合
計
の
割
合
で
求
め
ら

れ
た
率
。

　
世
代
間
公
平
性
を
表
す
指
標
と
な
り

ま
す
。

新会計制度による　　　　　　　
　　　　　財務諸表の活用方法は？

自治体経営強化へ活用してまいります。
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山本　辰見山本　辰見

問
　
小
型
風
力
発
電
施
設
に
よ
る

健
康
被
害
防
止
と
住
民
と
の
ト
ラ

ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
、
強
制
力

の
あ
る
条
例
の
制
定
が
必
要
で
は
。

町
長
　
小
型
風
力
発
電
は
、
町
に

対
し
て
許
可
や
届
出
が
必
要
な
法

令
が
な
か
っ
た
た
め
、
奥
田
地
区

の
設
置
計
画
を
事
前
に
把
握
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
条
例
は
法
律
の

範
囲
内
で
し
か
制
定
で
き
ず
、
法

律
に
抵
触
し
な
い
設
置
基
準
の
設

定
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
制
定
す
る
こ
と
と
し
、

現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ

る
意
見
募
集
を
し
て

い
ま
す
。

厚
生
部
長
　
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
は
住
宅
か

ら
300
ｍ
以
上
離
れ
た

場
所
に
と
明
記
し
、

国
に
申
請
す
る
前
に

町
へ
届
け
出
る
こ
と
、

住
民
説
明
会
を
開
く

こ
と
な
ど
を
う
た
っ

て
い
ま
す
。 

問
　
５
月
30
日
の
住
民
説
明
会
は

ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
の
で
す
か
。

環
境
課
長
　
業
者
の
紹
介
と
今
度

の
施
設
概
要
や
建
設
後
の
影
響
な

ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
質
疑
が
行
わ
れ
、

様
々
な
疑
問
が
出
さ
れ
、
反
対
の

声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

問
　
そ
の
他
に
今
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

厚
生
部
長
　
既
に
事
業
計
画
が
分

か
っ
て
い
る
業
者
に
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
案
文
を
送
り
、
啓
発
を
し

て
い
ま
す
。

問
　
太
陽
光
発
電
設
置
に
対
し
て
、

災
害
防
止
及
び
自
然
環
境
・
生
活

環
境
保
全
か
ら
必
要
な
指
導
要
綱

・
条
例
制
定
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

現
在
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
太
陽
光
発
電
は
、
国
も
進

め
て
い
る
事
業
で
あ
り
否
定
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
自
然
景
観
保
護
、
生

活
環
境
の
保
全
を
考
慮
せ
ず
に
設

置
さ
れ
た
事
例
で
問
題
が
あ
り
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
よ
る
基
準
を

設
け
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
小

型
風
力
発
電
施
設
と
同
様
の
設
置

に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
　
す
で
に
200
か
所
以
上
の
リ
ス

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
実
態
把
握
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
行
き
ま
す
か
。

厚
生
部
長
　
経
済
産
業
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ス
ト
に
は
、
実
際

の
現
場
に
ま
だ
建
設
さ
れ
て
い
な

い
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
大
型
の

も
の
か
ら
順
に
抽
出
し
、
現
場
確

認
の
上
、
整
理
し
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
日
本
福
祉
大
学
の
南
側
に
計

画
さ
れ
て
い
る
養
鶏
場
に
つ
い
て

説
明
し
て
下
さ
い
。

　
臭
気
な
ど
環
境
問
題
は
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か
。

町
長
　
現
時
点
に
お
い
て
正
式
な

関
係
書
類
等
の
提
出
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
事
前
相
談
と
し
て
奥
田
小

坪
山
地
内
に
約
60
万
羽
を
飼
育
す

る
計
画
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
施
設
が
大
規
模
で
あ
る
こ
と
、

近
く
に
は
保
育
園
や
小
学
校
・
大

学
が
あ
り
、
奥
田
駅
西
側
で
は
開

発
計
画
の
構
想
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

注
視
し
て
い
ま
す
。

問
　
今
回
の
３
件
の
課
題
、
風
力

発
電
、
太
陽
光
発
電
、
畜
産
に
関

連
し
た
環
境
問
題
、
い
ず
れ
も
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
続
い
て
条
例
の
制

定
を
準
備
す
べ
き
も
の
と
考
え
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

総
務
部
長
　
法
律
と
の
関
係
も
あ

り
ま
す
の
で
、
調
査
研
究
し
て
当

面
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
か
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

住宅のすぐ近く建設中の
「小型風力発電施設」
（撮影5月下旬・奥田地区）

小型風力発電に対する　　
　　　条例制定が必要では？

緊急性があり、ガイドラインを
準備して対応したい。
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森川　元晴森川　元晴

問
　
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年

度
ま
で
の
５
か
年
事
業
で
す
が
、

そ
の
基
本
的
な
考
え
趣
旨
を
多
く

の
住
民
の
皆
様
が
理
解
し
て
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
「
地
方
創
生
」
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
様
々
な
住
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
「
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
成
果
に
つ
い
て
は
、
毎
年
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
計
画
・
実
施
・

評
価
・
改
善
）
に
基
づ
き
、
外
部

有
識
者
に
よ
る
評
価
・
点
検
見
直

し
を
行
い
次
年
度
の
展
開
に
努
め

て
い
ま
す
。

問
　
「
美
浜
町
が
目
指
す
姿
」
に

つ
い
て
、
ひ
と
・
ま
ち
・
自

然
・
健
康
に
輝
く
ま
ち
美
浜

を
目
指
し
、「
美
浜
の
里
」づ

く
り
に
取
り
組
む
と
掲
げ
て

い
ま
す
が
、
住
民
は
そ
の
趣

旨
・
内
容
等
を
理
解
し
て
い

る
と
考
え
ま
す
か
。

総
務
部
長
　
広
報
紙
等
で
繰

り
返
し
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
の
で
、
住
民
の
皆
様
に
は

ご
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
政
策
の
５
原
則
に
基
づ

き
伺
い
ま
す
。

　
今
行
わ
れ
て
い
る
事
業
等

が
「
一
過
性
」
で
終
わ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

住
民
に
何
を
求
め
て
い
ま
す
か
。

総
務
部
長
　
行
政
も
事
業
者
も
住

民
も
全
て
の
方
が
自
分
の
こ
と
と

し
て
捕
ら
え
て
町
づ
く
り
を
す
る

と
い
う
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
で

あ
り
、「
一
過
性
」の
も
の
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
国
か
ら
の
交
付
金
等
が
途
切

れ
た
と
し
て
も
今
行
わ
れ
て
い
る

事
業
等
は
続
け
ら
れ
ま
す
か
。

総
務
部
長
　
地
方
創
生
事
業
は
平

成
31
年
度
で
終
了
し
ま
す
が
、
効

果
の
な
い
事
業
は
見
直
し
、
効
果

の
あ
る
事
業
は
、
町
単
独
で
も
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
次
世
代
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
と
考
え
ま
す
か
。

　
ま
た
そ
の
対
策
・
対
応
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

伴
う
税
収
の
減
に
よ
り
、
現
在
実

施
し
て
い
る
事
業
が
縮
小
さ
れ
、

学
校
や
保
育
園
の
再
編
が
加
速
化

し
た
り
、
日
常
生
活
や
産
業
活
動

に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

遅
れ
る
こ
と
に
な
る
ほ
か
、
地
域

の
公
共
施
設
等
の
改
修
も
困
難
に

な
る
な
ど
、
生
活
の
利
便
性
の
低

下
か
ら
住
民
の
意
欲
、
町
の
活
力

や
魅
力
の
低
下
に
繋
が
り
、
さ
ら

な
る
人
口
減
少
を
招
く
悪
循
環
と

な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

こ
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
な
い
対

応
・
対
策
と
し
て
、
ま
ず
、
町
が

体
力
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
、
運
動
公
園
の
建
設
、
美
浜
の

里
構
想
、
企
業
の
誘
致
及
び
既
成

市
街
地
整
備
と
い
う
政
策
を
掲
げ

て
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
胸
を

張
っ
て
わ
が
町
美
浜
を
引
き
継
ぐ

た
め
に
も
重
要
施
策
を
加
速
化
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
美
浜
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
事
業
内
容

と
成
果
に
つ
い
て

今
後
の
生
産
年
齢

人
口
減
少
に
伴
う

税
収
等
の
減
に
つ
い
て

「みはまの里」構想図

将来を踏まえた最重要施策は？

将来のまちづくりの布石となる　　　
　　　　事業を展開していきたい。
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甲
子
園
の
季
節
を
迎
え
、
高
校
野
球
の
話
題
を

書
く
つ
も
り
で
し
た
が
変
更
し
ま
す
。

　
七
月
に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
は
、
死
者
・
行

方
不
明
者
の
数
が
二
百
名
を
超
え
る
大
災
害
と
な

り
ま
し
た
。

　
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
興
を
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
阪
や
千
葉
に
お
い
て
も
震
度
５
の
大

地
震
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
東
海
・
東
南
海
地

震
の
心
配
さ
れ
る
当
地
域
だ
け
で
な
く
、
日
本
全

国
ど
こ
に
い
て
も
災
害
へ
の
備
え
を
怠
る
こ
と

は
で
き
な
い
現
実
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は

対
応
で
き
な
い
「
想
定
外
」
の
災
害
が
発
生
し
た

時
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
臨
機
応
変
な
判
断
と
、

自
主
防
災
組
織
に
代
表
さ
れ
る
住
民
同
士
の
助

け
合
い
と
い
っ
た
「
人
間
力
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
た
ち
議
員
、
町
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
防
災
意
識

を
高
め
、
人
間
力
を
養
い
、
こ
の
町
と
こ
こ
に
住

む
人
た
ち
を
共
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
・
Ｍ

編
集
後
記

６月５日から６月１９日

平成３０ 年　第２回
議会定例会 (６月 )
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